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(57)【要約】
　本発明は通信分野に関し、ユーザ装置がスケジューリ
ング制御チャネルに対してブラインド検出を行う際の低
効率及び過度の電力消費の問題を解決するために、デー
タ伝送方法及び装置を開示する。具体的な解決策は、第
１の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を受
信するステップと、第１の装置が、所定の探索空間にお
いて、スケジューリング制御チャネル長情報に従って、
ブラインド検出を実行するステップと、スケジューリン
グ制御チャネル長情報に対応するスケジューリング制御
チャネルを検出した後、第１の装置が、スケジューリン
グ制御チャネルで搬送されるリソース割当情報を取得す
るステップと、である。本発明はデータ伝送に適用され
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ伝送装置であって、
　スケジューリング制御チャネル長情報を受信するように構成される受信ユニットであっ
て、前記スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによっ
て占用される物理リソース単位の数を含み、前記スケジューリング制御チャネルは、前記
データ伝送装置にリソース割当情報が送信される用いられる制御チャネルである、受信ユ
ニットと、
　所定の探索空間において、前記受信ユニットによって受信された前記スケジューリング
制御チャネル長情報に従って、ブラインド検出を実行し、前記スケジューリング制御チャ
ネル長情報に対応する前記スケジューリング制御チャネルを検出した後、前記スケジュー
リング制御チャネルで搬送される前記リソース割当情報を取得するように構成される処理
ユニットであって、前記所定の探索空間は、前記リソース割当情報の搬送に用いられる探
索空間である、処理ユニットと、
　を備えるデータ伝送装置。
【請求項２】
　前記受信ユニットは更に、所定の探索空間構成情報を受信するように構成され、
　前記所定の探索空間構成情報は前記所定の探索空間の位置情報を含み、前記所定の探索
空間の前記位置情報は、前記所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示
すために用いられる、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記受信ユニットによって受信される前記所定の探索空間構成情報は更に、前記所定の
探索空間のカテゴリ情報を含み、
　前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報は、前記所定の探索空間のカテゴリを示すため
に用いられ、前記所定の探索空間の前記カテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグ
ループ専用探索空間を含む、
　請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記受信ユニットによって受信される前記所定の探索空間構成情報が更に、前記所定の
探索空間のカテゴリ情報を含み、且つ、前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報が、前記
所定の探索空間がグループ専用探索空間であることを示すとき、前記所定の探索空間構成
情報は更に、所定のサブフレームの識別情報を含み、
　前記所定のサブフレームの前記識別情報は、前記スケジューリング制御チャネルを搬送
するサブフレームを示すのに用いられ、
　前記処理ユニットは更に、前記受信ユニットによって受信された前記所定のサブフレー
ムの前記識別情報に従って、前記所定のサブフレームの前記所定の探索空間において、前
記スケジューリング制御チャネル長情報に従って、ブラインド検出を実行するように構成
される、
　請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記受信ユニットによって受信される前記スケジューリング制御チャネル長情報は、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣ
Ｅ）の数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
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　前記処理ユニットは、具体的には、前記所定の探索空間において、前記スケジューリン
グ制御チャネル長情報によって示される、前記スケジューリング制御チャネルによって占
用される前記物理リソース単位の数に従って、連続したｋ個の物理リソース単位を１つの
スケジューリング制御チャネルとして用い、所定のデスクランブル識別子に従って、前記
所定の探索空間内の前記スケジューリング制御チャネルで搬送される前記リソース割当情
報をデスクランブルするように構成され、
　前記所定のデスクランブル識別子は、前記リソース割当情報に対して実行されるスクラ
ンブル処理に対応するデスクランブル識別子であり、ｋは前記スケジューリング制御チャ
ネルによって占用される前記物理リソース単位の数であり、前記所定の探索空間内のｉ番
目のスケジューリング制御チャネルで搬送されるリソース割当情報が正確にデスクランブ
ルされた場合、前記リソース割当情報は第１の装置に送信されるリソース割当情報であり
、前記ｉ番目のスケジューリング制御チャネルは前記スケジューリング制御チャネルであ
り、ｉは０よりも大きい整数である、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　データ伝送装置であって、
　スケジューリング制御チャネル長情報を取得するように構成される処理ユニットであっ
て、前記スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによっ
て占用される物理リソース単位の数を含み、前記スケジューリング制御チャネルは、第１
の装置にリソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、処理ユニ
ットと、
　前記処理ユニットによって取得された前記スケジューリング制御チャネル長情報を送信
するように構成される送信ユニットと、
　を備え、
　前記処理ユニットは、取得された前記スケジューリング制御チャネル長情報に従って、
前記スケジューリング制御チャネルの長さを構成するように構成され、
　前記送信ユニットは、前記処理ユニットが前記スケジューリング制御チャネルの長さ構
成を完了した後に、前記第１の装置に前記スケジューリング制御チャネルを送信するよう
に構成される、
　データ伝送装置。
【請求項８】
　前記送信ユニットは更に、所定の探索空間構成情報を送信するように構成され、
　前記所定の探索空間構成情報は所定の探索空間の位置情報を含み、前記所定の探索空間
の前記位置情報は、前記所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すた
めに用いられる、
　請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記送信ユニットによって送信される前記所定の探索空間構成情報は更に、前記所定の
探索空間のカテゴリ情報を含み、
　前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報は、前記所定の探索空間のカテゴリを示すため
に用いられ、前記所定の探索空間の前記カテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグ
ループ専用探索空間を含む、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記処理ユニットによって取得された前記スケジューリング制御チャネル長情報は、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣ
Ｅ）の数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
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　のうちの１つである、
　請求項７乃至９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　第１の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を受信するステップであって、前
記スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用
される物理リソース単位の数を含み、前記スケジューリング制御チャネルは、前記第１の
装置にリソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、ステップと
、
　前記第１の装置が、所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行するステップと、
　前記スケジューリング制御チャネル長情報に対応する前記スケジューリング制御チャネ
ルを検出した後、前記第１の装置が、前記スケジューリング制御チャネルで搬送される前
記リソース割当情報を取得するステップであって、前記所定の探索空間は、前記リソース
割当情報の搬送に用いられる探索空間である、ステップと、
　を含む、データ伝送方法。
【請求項１２】
　第１の装置がスケジューリング制御チャネル長情報を受信する前記ステップの前に、
　前記第１の装置が、所定の探索空間構成情報を受信するステップであって、前記所定の
探索空間構成情報は前記所定の探索空間の位置情報を含み、前記所定の探索空間の前記位
置情報は、前記所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用い
られる、ステップ、
　を更に含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記所定の探索空間構成情報は更に、前記所定の探索空間のカテゴリ情報を含み、
　前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報は、前記所定の探索空間のカテゴリを示すため
に用いられ、前記所定の探索空間の前記カテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグ
ループ専用探索空間を含む、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の装置によって受信される前記所定の探索空間構成情報が更に、前記所定の探
索空間のカテゴリ情報を含み、且つ、前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報が、前記所
定の探索空間がグループ専用探索空間であることを示すとき、前記所定の探索空間構成情
報は更に、所定のサブフレームの識別情報を含み、前記所定のサブフレームの前記識別情
報は、前記スケジューリング制御チャネルを搬送するサブフレームを示すのに用いられ、
　前記第１の装置が、所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行する前記ステップは、
　前記第１の装置が、前記所定のサブフレームの前記識別情報に従って、前記所定のサブ
フレームの前記所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル長情報に従
って、ブラインド検出を実行するステップ、
　を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記スケジューリング制御チャネル長情報は、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣ
Ｅ）の数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである、
　請求項１１乃至１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
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　前記第１の装置が、所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行する前記ステップは、
　前記第１の装置が、前記所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル
長情報によって示される、前記スケジューリング制御チャネルによって占用される前記物
理リソース単位の数に従って、連続したｋ個の物理リソース単位を１つのスケジューリン
グ制御チャネルとして用い、所定のデスクランブル識別子に従って、前記所定の探索空間
内の前記スケジューリング制御チャネルで搬送される前記リソース割当情報をデスクラン
ブルするステップであって、前記所定のデスクランブル識別子は、前記リソース割当情報
に対して実行されるスクランブル処理に対応するデスクランブル識別子であり、ｋは前記
スケジューリング制御チャネルによって占用される前記物理リソース単位の数である、ス
テップ、
　を含み、
　前記第１の装置により、前記所定の探索空間内のｉ番目のスケジューリング制御チャネ
ルで搬送されるリソース割当情報が正確にデスクランブルされた場合、前記リソース割当
情報は前記第１の装置に送信されるリソース割当情報であり、前記ｉ番目のスケジューリ
ング制御チャネルは前記スケジューリング制御チャネルであり、ｉは０よりも大きい整数
である、
　請求項１１乃至１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を送信するステップであって、前
記スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用
される物理リソース単位の数を含み、前記スケジューリング制御チャネルは、第１の装置
にリソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、ステップと、
　前記第２の装置が、前記スケジューリング制御チャネル長情報に従って、前記第１の装
置に前記スケジューリング制御チャネルを送信するステップと、
　を含むデータ伝送方法。
【請求項１８】
　第２の装置がスケジューリング制御チャネル長情報を送信する前記ステップの前に、
　前記第２の装置が、所定の探索空間構成情報を送信するステップであって、前記所定の
探索空間構成情報は所定の探索空間の位置情報を含み、前記所定の探索空間の前記位置情
報は、前記所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用いられ
る、ステップ、
　を更に含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記所定の探索空間構成情報は更に、前記所定の探索空間のカテゴリ情報を含み、
　前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報は、前記所定の探索空間のカテゴリを示すため
に用いられ、前記所定の探索空間の前記カテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグ
ループ専用探索空間を含む、
　請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記スケジューリング制御チャネル長情報は、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣ
Ｅ）の数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである、
　請求項１７乃至１９のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は通信分野に関し、特に、データ伝送方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（英名：Long　Term　Evolution、略してロングタームエボリューション）通信
システムのダウンリンク伝送では、ｅＮＢ（英名：evolved　Node　B、略して進化型基地
局）は、一般に、サブフレーム単位のデータ伝送を行う。サブフレーム長は１ミリ秒であ
り、１つのサブフレームは、物理ダウンリンク共用チャネル（英名：Physical　Downlink
　Shared　Channel、略してＰＤＳＣＨ）領域と物理ダウンリンク制御チャネル（英名：P
hysical　Downlink　Control　Channel、略してＰＤＣＣＨ）領域とを含む。ＰＤＳＣＨ
は、ｅＮＢによって送信されたデータをユーザ装置に搬送するために用いられ、ＰＤＣＣ
Ｈは、ｅＮＢによって送信されたリソース割当情報をユーザ装置に搬送するために用いら
れる。ＰＤＣＣＨ領域の物理リソースを適切に用いるために、ｅＮＢは、ＰＤＣＣＨ領域
を異なるサブ領域に分割する。各サブ領域は探索空間である。
【０００３】
　ｅＮＢは、探索空間内のＰＤＣＣＨを用いて、リソース割当情報をユーザ装置に送信す
る。探索空間内で送信されたリソース割当情報を基地局によって受信するために、ユーザ
装置は、探索空間内のＰＤＣＣＨ上でブラインド検出を実行する。ユーザ装置が、ｅＮＢ
によってユーザ装置に送信されたリソース割当情報を検出した場合、ユーザ装置は該リソ
ース割当情報を受信する。
【０００４】
　探索空間では、１つのＰＤＣＣＨが１つのリソース割当情報を搬送する。異なるリソー
ス割当情報の長さは完全に同じではないので、異なるリソース割当情報を搬送する異なる
ＰＤＣＣＨが占用する物理リソース単位の数、すなわちスケジューリング制御チャネルの
長さも完全に同じではない。したがって、ブラインド検出を行う場合、ユーザ装置は、様
々な可能なスケジューリング制御チャネル長に応じて探索空間内でブラインド検出を別々
に実行するので、これにより、ブラインド検出効率が低くなり、ユーザ装置の電力消費が
過度に高くなってしまう。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の実施形態は、ユーザ装置のブラインド検出効率を高め、ユーザ装置によりブラ
インド検出のために消費される電力を低減するための、データ伝送方法及び装置を提供す
る。
【０００６】
　上記の目的を達成するために、本発明の実施形態では以下の技術的解決策を採用する。
【０００７】
　第１の態様によれば、データ伝送装置は、
　スケジューリング制御チャネル長情報を受信するように構成される受信ユニットであっ
て、スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占
用される物理リソース単位の数を含み、スケジューリング制御チャネルは、データ伝送装
置にリソース割当情報が送信される用いられる制御チャネルである、受信ユニットと、
　所定の探索空間において、受信ユニットによって受信されたスケジューリング制御チャ
ネル長情報に従って、ブラインド検出を実行し、スケジューリング制御チャネル長情報に
対応するスケジューリング制御チャネルを検出した後、スケジューリング制御チャネルで
搬送されるリソース割当情報を取得するように構成される処理ユニットであって、所定の
探索空間は、リソース割当情報の搬送に用いられる探索空間である、処理ユニットと、
　を備える。
【０００８】
　第１の態様に関して、第１の可能な実施方式では、
　受信ユニットは更に、所定の探索空間構成情報を受信するように構成される。所定の探
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索空間構成情報は、所定の探索空間の位置情報を含み、所定の探索空間の位置情報は、所
定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用いられる。
【０００９】
　第１の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式では、
　受信ユニットによって受信される所定の探索空間構成情報は更に、所定の探索空間のカ
テゴリ情報を含む。所定の探索空間のカテゴリ情報は、所定の探索空間のカテゴリを示す
ために用いられる。所定の探索空間のカテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグル
ープ専用探索空間を含む。
【００１０】
　第１の態様の第１の可能な実施方式に関して、第３の可能な実施方式では、
　受信ユニットによって受信される所定の探索空間構成情報が更に、所定の探索空間のカ
テゴリ情報を含み、所定の探索空間のカテゴリ情報が、所定の探索空間がグループ専用探
索空間であることを示すとき、所定の探索空間構成情報は更に、所定のサブフレームの識
別情報を含み、所定のサブフレームの識別情報は、スケジューリング制御チャネルを搬送
するサブフレームを示すのに用いられ、
　処理ユニットは更に、受信ユニットによって受信された所定のサブフレームの識別情報
に従って、所定のサブフレームの所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネ
ル長情報に従って、ブラインド検出を実行するように構成される。
【００１１】
　第１の態様～第１の態様の第３の可能な実施方式のうちいずれか１つに関して、第４の
可能な実施方式では、
　受信ユニットによって受信されるスケジューリング制御チャネル長情報は、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣＥ）
の数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである。
【００１２】
　第１の態様～第１の態様の第３の可能な実施方式のうちいずれか１つに関して、第５の
可能な実施方式では、
　処理ユニットは、具体的には、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネ
ル長情報によって示される、スケジューリング制御チャネルによって占用される物理リソ
ース単位の数に従って、連続したｋ個の物理リソース単位を１つのスケジューリング制御
チャネルとして用い、所定のデスクランブル識別子に従って、所定の探索空間内のスケジ
ューリング制御チャネルで搬送されるリソース割当情報をデスクランブルするように構成
される。所定のデスクランブル識別子は、リソース割当情報に対して実行されるスクラン
ブル処理に対応するデスクランブル識別子であり、ｋはスケジューリング制御チャネルに
よって占用される物理リソース単位の数である。所定の探索空間内のｉ番目のスケジュー
リング制御チャネルで搬送されるリソース割当情報が正確にデスクランブルされた場合、
リソース割当情報は第１の装置に送信されるリソース割当情報であり、ｉ番目のスケジュ
ーリング制御チャネルはスケジューリング制御チャネルである。ｉは０よりも大きい整数
である。
【００１３】
　第２の態様によれば、データ伝送装置は、
　スケジューリング制御チャネル長情報を取得するように構成される処理ユニットであっ
て、スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占
用される物理リソース単位の数を含み、スケジューリング制御チャネルは、第１の装置に
リソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、処理ユニットと、
　処理ユニットによって取得されたスケジューリング制御チャネル長情報を送信するよう
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に構成される送信ユニットと、
　を備え、
　処理ユニットは、取得されたスケジューリング制御チャネル長情報に従って、スケジュ
ーリング制御チャネルの長さを構成するように構成され、
　送信ユニットは、処理ユニットがスケジューリング制御チャネルの長さ構成を完了した
後に、第１の装置にスケジューリング制御チャネルを送信するように構成される。
【００１４】
　第２の態様に関して、第１の可能な実施方式では、
　送信ユニットは更に、所定の探索空間構成情報を送信するように構成される。所定の探
索空間構成情報は、所定の探索空間の位置情報を含み、所定の探索空間の位置情報は、所
定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用いられる。
【００１５】
　第２の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式では、
　送信ユニットによって送信される所定の探索空間構成情報は更に、所定の探索空間のカ
テゴリ情報を含む。所定の探索空間のカテゴリ情報は、所定の探索空間のカテゴリを示す
ために用いられ、所定の探索空間のカテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグルー
プ専用探索空間を含む。
【００１６】
　第２の態様～第２の態様の第２の可能な実施方式に関して、第３の可能な実施方式では
、
　処理ユニットによって取得されたスケジューリング制御チャネル長情報は、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣＥ）
の数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである。
【００１７】
　第３の態様によれば、データ伝送方法は、
　第１の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を受信するステップであって、ス
ケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用され
る物理リソース単位の数を含み、スケジューリング制御チャネルは、第１の装置にリソー
ス割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、ステップと、
　第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情報に従っ
て、ブラインド検出を実行するステップと、
　スケジューリング制御チャネル長情報に対応するスケジューリング制御チャネルを検出
した後、第１の装置が、スケジューリング制御チャネルで搬送されるリソース割当情報を
取得するステップであって、所定の探索空間は、リソース割当情報の搬送に用いられる探
索空間である、ステップと、
　を含む。
【００１８】
　第３の態様に関して、第１の可能な実施方式では、
　第１の装置がスケジューリング制御チャネル長情報を受信するステップの前に、本方法
は更に、
　第１の装置が、所定の探索空間構成情報を受信するステップであって、所定の探索空間
構成情報は、所定の探索空間の位置情報を含み、所定の探索空間の位置情報は、所定の探
索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用いられる、ステップ、
　を含む。
【００１９】
　第３の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式では、
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　所定の探索空間構成情報は更に、所定の探索空間のカテゴリ情報を含む。所定の探索空
間のカテゴリ情報は、所定の探索空間のカテゴリを示すために用いられる。所定の探索空
間のカテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグループ専用探索空間を含む。
【００２０】
　第３の態様の第１の可能な実施方式に関して、第３の可能な実施方式では、
　第１の装置によって受信される所定の探索空間構成情報が更に、所定の探索空間のカテ
ゴリ情報を含み、且つ、所定の探索空間のカテゴリ情報が、所定の探索空間がグループ専
用探索空間であることを示すとき、所定の探索空間構成情報は更に、所定のサブフレーム
の識別情報を含み、所定のサブフレームの識別情報は、スケジューリング制御チャネルを
搬送するサブフレームを示すのに用いられ、
　第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情報に従っ
て、ブラインド検出を実行するステップは、
　第１の装置が、所定のサブフレームの識別情報に従って、所定のサブフレームの所定の
探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情報に従って、ブラインド検出を実
行するステップ、
　を含む。
【００２１】
　第３の態様～第３の態様の第３の可能な実施方式のうちいずれか１つに関して、第４の
可能な実施方式では、
　スケジューリング制御チャネル長情報は、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣＥ）
の数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである。
【００２２】
　第３の態様～第３の態様の第３の可能な実施方式のうちいずれか１つに関して、第５の
可能な実施方式では、
　第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情報に従っ
て、ブラインド検出を実行するステップは、
　第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情報によっ
て示される、スケジューリング制御チャネルによって占用される物理リソース単位の数に
従って、連続したｋ個の物理リソース単位を１つのスケジューリング制御チャネルとして
用い、所定のデスクランブル識別子に従って、所定の探索空間内のスケジューリング制御
チャネルで搬送されるリソース割当情報をデスクランブルするステップであって、所定の
デスクランブル識別子は、リソース割当情報に対して実行されるスクランブル処理に対応
するデスクランブル識別子であり、ｋはスケジューリング制御チャネルによって占用され
る物理リソース単位の数である、ステップ、
　を含み、
　第１の装置により、所定の探索空間内のｉ番目のスケジューリング制御チャネルで搬送
されるリソース割当情報が正確にデスクランブルされた場合、リソース割当情報は第１の
装置に送信されるリソース割当情報であり、ｉ番目のスケジューリング制御チャネルはス
ケジューリング制御チャネルであり、ｉは０よりも大きい整数である。
【００２３】
　第４の態様によれば、データ伝送方法は、
　第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を送信するステップであって、ス
ケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用され
る物理リソース単位の数を含み、スケジューリング制御チャネルは、第１の装置にリソー
ス割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、ステップと、
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　第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報に従って、第１の装置にスケジュ
ーリング制御チャネルを送信するステップと、
　を含む。
【００２４】
　第４の態様に関して、第１の可能な実施方式では、
　第２の装置がスケジューリング制御チャネル長情報を送信するステップの前に、
　第２の装置が、所定の探索空間構成情報を送信するステップであって、所定の探索空間
構成情報は、所定の探索空間の位置情報を含み、所定の探索空間の位置情報は、所定の探
索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用いられる、ステップ、
　を更に含む。
【００２５】
　第４の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式では、
　所定の探索空間構成情報は更に、所定の探索空間のカテゴリ情報を含む。所定の探索空
間のカテゴリ情報は、所定の探索空間のカテゴリを示すために用いられ、所定の探索空間
のカテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグループ専用探索空間を含む。
【００２６】
　第４の態様～第４の態様の第２の可能な実施方式に関して、第３の可能な実施方式では
、
　スケジューリング制御チャネル長情報は、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣＥ）
の数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネルと、
　のうちの１つである。
【００２７】
　本発明の実施形態で提供されるデータ伝送方法及び装置によれば、最初に第２の装置が
第１の装置にスケジューリング制御チャネル長を送信する。よって、第１の装置は、スケ
ジューリング制御チャネル長に従って、所定の探索空間内でブラインド検出を実行するだ
けでよい。従来技術と比較すると、第１の装置は、別のスケジューリング制御チャネル長
に従って、所定の探索空間内でブラインド検出を再度行う必要なしに、リソース割当情報
を受信することができる。更に、第２の装置は、グループ専用探索空間を用いて第１の装
置にリソース割当情報を送信するとき、第１の装置に所定のサブフレーム識別子を送信す
る。その結果、第１の装置は、所定のサブフレーム識別子によって示されるサブフレーム
においてのみブラインド検出を行う必要があり、各サブフレームでブラインド検出を行う
必要はない。本発明の実施形態で提供されるブラインド検出方法によれば、第１の装置に
よって実行されるブラインド検出の回数が低減される。それにより、第１の装置のブライ
ンド検出効率が高まり、ブラインド検出により第１の装置によって消費される電力が低減
される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　本発明の実施形態又は従来技術における技術的解決策をより明確に説明するために、以
下、実施形態を説明するために必要な添付図面を簡潔に紹介する。明らかながら、添付図
面は以下の説明において、本発明の一部の実施形態を示すものに過ぎない。当業者であれ
ば、これらの添付図面から創意工夫なく他の図面を更に導出できるであろう。
【図１】本発明の実施形態に係るデータ伝送装置の概略構造図である。
【図２】本発明の実施形態に係る別のデータ伝送装置の概略構造図である。
【図３】本発明の実施形態に係るデータ伝送方法の概略フローチャートである。
【図４】本発明の実施形態に係る別のデータ伝送方法の概略フローチャートである。
【図５】本発明の実施形態に係る更に別のデータ伝送方法の概略フローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態において添付図面を参照しながら、本発明の実施形態における
技術的解決策を明確且つ完全に説明する。明らかながら、説明した実施形態は本発明の実
施形態の一部に過ぎず、全部ではない。当業者が本発明の実施形態に基づいて創意工夫な
く得た他の実施形態は、全て本発明の保護範囲に包含されるものとする。
【００３０】
　本発明の実施形態は、データ伝送装置を提供する。図１を参照すると、装置１０１は、
受信ユニット１０１１及び処理ユニット１０１２を備える。
【００３１】
　受信ユニット１０１１は、スケジューリング制御チャネル長情報を受信するように構成
される。スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによっ
て占用される物理リソース単位の数を含み、スケジューリング制御チャネルは、データ伝
送装置にリソース割当情報が送信される用いられる制御チャネルである。
【００３２】
　処理ユニット１０１２は、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長
情報に従って、ブラインド検出を実行し、スケジューリング制御チャネル長情報に対応す
るスケジューリング制御チャネルを検出した後、スケジューリング制御チャネルで搬送さ
れるリソース割当情報を取得するように構成される。所定の探索空間は、リソース割当情
報の搬送に用いられる探索空間である。
【００３３】
　本発明の本実施形態で提供されるデータ伝送装置によれば、データ伝送装置についての
情報が受信される。データ伝送装置の長さに従って所定の探索空間内でブラインド検出を
行うことにより、リソース割当情報を受信することができ、別のデータ伝送装置の長さに
従って所定の探索空間内で再びブラインド検出を行う必要はない。したがって、データ伝
送装置によって実行されるブラインド検出の回数が低減され、よって、データ伝送装置の
ブラインド検出効率が向上し、データ送信装置によりブラインド検出で消費される電力が
低減される。
【００３４】
　任意に、受信ユニット１０１１は更に、所定の探索空間構成情報を受信するように構成
される。所定の探索空間構成情報は、所定の探索空間の位置情報を含み、所定の探索空間
の位置情報は、所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用い
られる。
【００３５】
　任意に、受信ユニット１０１１によって受信される所定の探索空間構成情報は更に、所
定の探索空間のカテゴリ情報を含む。所定の探索空間のカテゴリ情報は、所定の探索空間
のカテゴリを示すために用いられ、所定の探索空間のカテゴリは、公衆探索空間、専用探
索空間又はグループ専用探索空間を含む。
【００３６】
　任意に、受信ユニット１０１１によって受信される所定の探索空間構成情報が更に、所
定の探索空間のカテゴリ情報を含み、且つ、所定の探索空間のカテゴリ情報が、所定の探
索空間がグループ専用探索空間であることを示すとき、所定の探索空間構成情報は更に、
所定のサブフレームの識別情報を含む。所定のサブフレームの識別情報は、スケジューリ
ング制御チャネルを搬送するサブフレームを示すのに用いられる。
【００３７】
　処理ユニット１０１２は更に、受信ユニット１０１１によって受信された所定のサブフ
レームの識別情報に従って、所定のサブフレームの所定の探索空間において、スケジュー
リング制御チャネル長情報に従って、ブラインド検出を実行するように構成される。
【００３８】
　任意に、受信ユニット１０１１によって受信されるスケジューリング制御チャネル長情
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報のうちの１つは、以下のうち１つである。スケジューリング制御チャネル長情報は、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣＥ）
の数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである。
【００３９】
　任意に、処理ユニット１０１２は、具体的には、所定の探索空間において、スケジュー
リング制御チャネル長情報によって示される、スケジューリング制御チャネルによって占
用される物理リソース単位の数に従って、連続したｋ個の物理リソース単位を１つのスケ
ジューリング制御チャネルとして用い、所定のデスクランブル識別子に従って、所定の探
索空間内のスケジューリング制御チャネルで搬送されるリソース割当情報をデスクランブ
ルするように構成される。所定のデスクランブル識別子は、リソース割当情報に対して実
行されるスクランブル処理に対応するデスクランブル識別子であり、ｋはスケジューリン
グ制御チャネルによって占用される物理リソース単位の数である。所定の探索空間内のｉ
番目のスケジューリング制御チャネルで搬送されるリソース割当情報が正確にデスクラン
ブルされた場合、リソース割当情報は、データ伝送装置に送信されるリソース割当情報で
あり、ｉ番目のスケジューリング制御チャネルはスケジューリング制御チャネルである。
ｉは０よりも大きい整数である。
【００４０】
　対応して、図１に示される実施形態の受信ユニットに対応するハードウェアデバイスは
受信器であってよく、処理ユニットに対応するハードウェアデバイスはプロセッサであっ
てよい。
【００４１】
　本発明の本実施形態で提供されるデータ伝送装置によれば、スケジューリング制御チャ
ネル長情報が受信され、スケジューリング制御チャネル長に従って所定の探索空間内でブ
ラインド検出を行うことにより、リソース割当情報を受信することができる。別のスケジ
ューリング制御チャネル長に従って所定の探索空間内で再びブラインド検出を行う必要は
ない。したがって、データ伝送装置によって実行されるブラインド検出の回数が低減され
、よって、データ伝送装置のブラインド検出効率が向上し、データ送信装置によりブライ
ンド検出で消費される電力が低減される。
【００４２】
　本発明の実施形態は、別のデータ伝送装置を提供する。図２を参照すると、装置２０１
は、送信ユニット２０１１及び処理ユニット２０１２を備える。
【００４３】
　処理ユニット２０１２は、スケジューリング制御チャネル長情報を取得するように構成
される。スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによっ
て占用される物理リソース単位の数を含み、スケジューリング制御チャネルは、第１の装
置にリソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである。
【００４４】
　送信ユニット２０１１は、処理ユニットによって取得されたスケジューリング制御チャ
ネル長情報を送信するように構成される。
【００４５】
　処理ユニット２０１２は、取得されたスケジューリング制御チャネル長情報に従って、
スケジューリング制御チャネルの長さを構成するように構成される。
【００４６】
　送信ユニット２０１１は、処理ユニット２０１２がスケジューリング制御チャネルの長
さ構成を完了した後に、第１の装置にスケジューリング制御チャネルを送信するように構
成される。
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【００４７】
　本発明の本実施形態で提供されるデータ伝送装置によれば、第１の装置にスケジューリ
ング制御チャネル長情報が送信される。第１の装置は、スケジューリング制御チャネル長
に従って所定の探索空間内でブラインド検出を行うことにより、リソース割当情報を受信
することができ、別のスケジューリング制御チャネル長に従って所定の探索空間内で再び
ブラインド検出を行う必要はない。したがって、第１の装置によって実行されるブライン
ド検出の回数が低減され、よって、第１の装置のブラインド検出効率が向上し、第１の装
置によりブラインド検出で消費される電力が低減される。
【００４８】
　任意に、送信ユニット２０１１は更に、所定の探索空間構成情報を送信するように構成
される。所定の探索空間構成情報は、所定の探索空間の位置情報を含み、所定の探索空間
の位置情報は、所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用い
られる。
【００４９】
　任意に、送信ユニット２０１１によって送信される所定の探索空間構成情報は更に、所
定の探索空間のカテゴリ情報を含む。所定の探索空間のカテゴリ情報は、所定の探索空間
のカテゴリを示すために用いられ、所定の探索空間のカテゴリは、公衆探索空間、専用探
索空間又はグループ専用探索空間を含む。
【００５０】
　任意に、処理ユニット２０１２によって取得されたスケジューリング制御チャネル長情
報は、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣＥ）
の数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである。
【００５１】
　対応して、図２に示される実施形態の受信ユニットに対応するハードウェアデバイスは
受信器であってよく、処理ユニットに対応するハードウェアデバイスはプロセッサであっ
てよい。
【００５２】
　本発明の本実施形態で提供されるデータ伝送装置によれば、第１の装置にスケジューリ
ング制御チャネル長情報が送信される。第１の装置は、スケジューリング制御チャネル長
に従って所定の探索空間内でブラインド検出を行うことにより、リソース割当情報を受信
することができ、別のスケジューリング制御チャネル長に従って所定の探索空間内で再び
ブラインド検出を行う必要はない。したがって、第１の装置によって実行されるブライン
ド検出の回数が低減され、よって、第１の装置のブラインド検出効率が向上し、第１の装
置によりブラインド検出で消費される電力が低減される。
【００５３】
　本発明の実施形態は、無線通信分野に適用されるデータ伝送方法を提供する。ここでは
、説明のために例としてＬＴＥ無線通信システムを用いる。しかしながらこれは、本発明
の本実施形態で提供される方法がＬＴＥ無線通信システムのみに適用可能であることを意
味するものではない。図３を参照すると、本方法は以下のステップを含む。
【００５４】
　３０１：第１の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を受信する。
【００５５】
　スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用
される物理リソース単位の数を含む。スケジューリング制御チャネルは、第１の装置にリ
ソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである。
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【００５６】
　適用シナリオにおいて、第１の装置は携帯電話である。第１の装置は、基地局によって
送信されるスケジューリング制御チャネル長情報を受信してよい。スケジューリング制御
チャネルは、基地局により携帯電話に送信される物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣ
ＣＨ，Physical　downlink　control　channel）であってよく、或いは、別の携帯電話に
より携帯電話に送信されるスケジューリング割当て（Scheduling　assignment）であって
よい。本実施形態では、例示的な説明のためにスケジューリング制御チャネルとしてＰＤ
ＣＣＨを用いる。
【００５７】
　ＬＴＥ通信システムのダウンリンク伝送において、基地局は一般に、サブフレーム単位
でデータ伝送を行う。１つのサブフレームは、時間ドメイン及び周波数ドメインに複数の
物理リソース単位を含み、これらの物理リソース単位は、ＰＤＣＣＨ領域とＰＤＳＣＨ領
域との２つの部分に分割される。
【００５８】
　ＰＤＣＣＨ領域は更に、異なるサブ領域に分割されてもよい。各サブ領域は１つの探索
空間であり、異なるタイプのリソース割当情報を搬送するために異なる探索空間が用いら
れてよい。基地局は、ＰＤＣＣＨ領域内の特定の探索空間の位置を構成してよい。
【００５９】
　適用シナリオにおいて、基地局は、ユーザ装置にデータを送信する際に、ユーザ装置に
ＰＤＳＣＨを割り当ててデータを搬送すると共に、探索空間において、ユーザ装置にＰＤ
ＣＣＨを割り当ててリソース割当情報を搬送する。任意に、リソース割当情報は、以下の
うち少なくとも１つを含んでよい。第１に、データを送信するために用いられるリソース
の位置を示す情報（例えば、データ送信のために占用されるリソースに対応する物理リソ
ースブロックの位置インデックスや、データ送信のために占用されるリソースに対応する
物理リソースブロックグループの位置インデックス）である。第２に、データを送信する
ために用いられるリソースのフォーマットを示す情報（例えば、変調符号化方式、ＢＰＳ
Ｋ（Binary　Phase　Shift　Keying、二位相偏移変調）、ＱＰＳＫ（Quadrature　Phase
　Shift　Keying、四位相偏移変調）、直交位相シフトキーイング（Quadrature　Phase　
Shift　Keying）、１６ＱＡＭ（Quadrature　Amplitude　Modulation、直交振幅変調）、
６４ＱＡＭ）である。ユーザ装置は、リソース割当情報に従って、ユーザ装置に割り当て
られたＰＤＳＣＨからデータを受信する。異なるリソース割当情報の長さは完全に同じで
はないので、異なるリソース割当情報を搬送する異なるＰＤＣＣＨによって占用される物
理リソース単位の数も完全に同じではない。ＰＤＣＣＨによって占用される物理リソース
単位の数は、ＰＤＣＣＨのスケジューリング制御チャネル長と呼ばれる。
【００６０】
　本実施形態では、第１の装置は、スケジューリング制御チャネル長情報を受信し、スケ
ジューリング制御チャネル長情報に従ってスケジューリング制御チャネル長を決定する。
第１の装置が基地局によって送信されたリソース割当情報を受信したとき、第１の装置は
、基地局が第１の装置にリソース割当情報を送信するときに用いられるＰＤＣＣＨの長さ
として、スケジューリング制御チャネル長を用いる。
【００６１】
　３０２：第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行する。
【００６２】
　第１の装置は、基地局が所定の探索空間においてユーザ装置にリソース割当情報を送信
したか否かを判定することができないので、第１の装置は、基地局が所定の探索空間にお
いてユーザ装置にリソース割当情報を送信したとき、所定の探索空間において、リソース
割当情報の具体的な場所を決定することもできない。したがって、第１の装置は、所定の
探索空間内でブラインド検出を実行することで、基地局によりユーザ装置に送信されたリ
ソース割当情報を受信する。
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【００６３】
　基地局は、リソース割当情報をユーザ装置に送信する際に、リソース割当情報を標識し
てよい。第１の装置がブラインド検出中に標識を検出した場合、それは、リソース割当情
報が、基地局により第１の装置に送信されたリソース割当情報であることを意味する。し
たがって、第１の装置は、リソース割当情報によって示されるＰＤＳＣＨからデータを受
信する。第１の装置がリソース割当情報の標識を検出しない場合、第１の装置はデータを
受信しない。
【００６４】
　従来技術では、第１の装置は、様々な可能なスケジューリング制御チャネル長に従って
、所定の探索空間内でブラインド検出を実行する。本発明の実施形態で提供されるブライ
ンド検出方法によれば、最初に基地局が第１の装置にスケジューリング制御チャネル長を
送信する。よって、第１の装置は、第１の装置によって送信されたスケジューリング制御
チャネル長のみに従って、所定の探索空間内でブラインド検出を実行することにより、リ
ソース割当情報を受信することができ、別のスケジューリング制御チャネル長に従って所
定の探索空間内で再びブラインド検出を行う必要はない。したがって、第１の装置によっ
て実行されるブラインド検出の回数が低減され、よって、第１の装置のブラインド検出効
率が向上し、第１の装置によりブラインド検出で消費される電力が低減される。
【００６５】
　本発明の実施形態は、別のデータ伝送方法を提供する。図４を参照すると、本方法は以
下のステップを含む。
【００６６】
　４０１：第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を送信する。
【００６７】
　スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用
される物理リソース単位の数を含む。スケジューリング制御チャネルは、第１の装置にリ
ソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである。
【００６８】
　適用シナリオにおいて、第２の装置は基地局であり、第１の装置は携帯電話である。ス
ケジューリング制御チャネルは、基地局により携帯電話に送信されるＰＤＣＣＨであって
よく、或いは、別の携帯電話により携帯電話に送信されるスケジューリング割当てであっ
てよい。本実施形態では、例示的な説明のためにスケジューリング制御チャネルとしてＰ
ＤＣＣＨを用いる。
【００６９】
　第２の装置は、スケジューリング制御チャネル長情報を用いて、第１の装置に、リソー
ス割当情報を搬送するために必要なＰＤＣＣＨの長さを送る。よって、第１の装置は、ス
ケジューリング制御チャネル長情報に従ってスケジューリング制御チャネル長を決定し、
所定の探索空間でブラインド検出を実行する。
【００７０】
　４０２：第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報に従って、第１の装置に
スケジューリング制御チャネルを送信する。
【００７１】
　第２の装置は、第１の装置にリソース割当情報を送信するとき、スケジューリング制御
チャネル長に従ってＰＤＣＣＨを第１の装置に割り当てる。すなわち、ＰＤＣＣＨの長さ
はスケジューリング制御チャネル長である。
【００７２】
　本発明の本実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、最初に基地局が第１の装置
にスケジューリング制御チャネル長を送信し、次に第１の装置にリソース割当情報を送信
する。リソース割当情報によって占用されるＰＤＣＣＨの長さは、スケジューリング制御
チャネル長である。このように第１の装置は、スケジューリング制御チャネル長に従って
、スケジューリング制御チャネルの位置する探索空間内でブラインド検出を実行するだけ
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でよく、別のスケジューリング制御チャネル長に従って、スケジューリング制御チャネル
の位置する探索空間内で再びブラインド検出を実行する必要はない。したがって、第１の
装置によって実行されるブラインド検出の回数が低減され、よって、第１の装置のブライ
ンド検出効率が向上し、第１の装置によりブラインド検出で消費される電力が低減される
。
【００７３】
　本発明の実施形態は、ＬＴＥ無線通信システムに適用される更に別のデータ伝送方法を
提供する。本実施形態では、第２の装置はｅＮＢであり、第１の装置は携帯電話である。
図５を参照すると、本方法は以下のステップを含む。
【００７４】
　５０１：第２の装置が、所定の探索空間構成情報を送信する。
【００７５】
　任意に、所定の探索空間構成情報は、所定の探索空間の位置情報と、所定の探索空間の
カテゴリ情報とを含む。所定の探索空間の位置情報は、所定の探索空間によって占用され
る時間周波数リソースを示すために用いられ、所定の探索空間のカテゴリ情報は、所定の
探索空間のカテゴリを示すために用いられる。具体的には、任意に、第１の装置は基地局
であってよい。
【００７６】
　所定の探索空間の位置は、ＰＤＣＣＨ領域内の所定の探索空間の位置である。所定の探
索空間の位置情報は、所定の探索空間によって占用される周波数ドメイン又は時間ドメイ
ンのリソース、例えば所定の探索空間によって占用される周波数ドメインの帯域幅やサブ
キャリアであってよい。
【００７７】
　任意に、所定の探索空間のカテゴリは、公衆探索空間であってよい。公衆探索空間にお
いて第２の装置によって送信されるリソース割当情報は、セル内のユーザ装置によって正
しく受信されることができる。更に任意に、第２の装置は、所定の探索空間の位置情報と
してセルのダウンリンク帯域幅情報を用い、その位置情報をユーザ装置に送信する。
【００７８】
　任意に、所定の探索空間のカテゴリは専用探索空間であってよい。専用探索空間内の各
リソース割当情報は、特定のユーザ装置のみで正しく受信することができる。更に任意に
、第２の装置は、所定の探索空間の位置情報としてセル無線ネットワーク一時識別子を用
い、その位置情報をユーザ装置に送信する。
【００７９】
　任意に、第２の装置は、システムブロードキャスト又は専用メッセージを用いて、第２
の装置によってカバーされる領域内のユーザ装置に探索空間構成情報を送信する。
【００８０】
　５０２：第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を送信する。
【００８１】
　スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用
される物理リソース単位の数を含む。スケジューリング制御チャネルは、第１の装置にリ
ソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである。スケジューリング制
御チャネルは、第２の装置により第１の装置に送信されるＰＤＣＣＨであってよく、或い
は、第１の装置以外の別の端末装置により第２の装置に送信されるスケジューリング割当
てであってよい。本実施形態では、例示的な説明のために、スケジューリング制御チャネ
ルとしてＰＤＣＣＨが用いられる。
【００８２】
　物理リソース単位は複数の形式を有することができるので、対応するＰＤＣＣＨ長も複
数の形式を有する。
【００８３】
　任意に、スケジューリング制御チャネル長は、
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　スケジューリング制御チャネルによって占用されるＣＣＥ（チャネル制御エレメント、
Channel　Control　Element）の数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つであってよい。
【００８４】
　本発明では、具体的な物理リソースの形式は限定されない。本実施形態では、説明のた
めの例としてチャネル制御エレメントのみを用いる。
【００８５】
　第２の装置により第１の装置に送信される所定の探索空間構成情報によって示される探
索空間カテゴリが公衆探索空間である場合、第２の装置はシステムブロードキャストによ
り、第１の装置にスケジューリング制御チャネル長情報を送信してよい。
【００８６】
　第２の装置により第１の装置に送信される所定の探索空間構成情報によって示される探
索空間カテゴリが専用探索空間である場合、第２の装置は、専用メッセージを用いて、携
帯電話にスケジューリング制御チャネル長情報を送信してよい。
【００８７】
　５０３：第２の装置が、第１の装置に所定のデスクランブル識別子を送信する。
【００８８】
　所定のデスクランブル識別子は、第２の装置によりリソース割当情報に対して実行され
るスクランブル処理に対応するデスクランブル識別子である。
【００８９】
　基地局すなわち第２の装置は、所定の探索空間において、ユーザ装置すなわち第１の装
置にＰＤＣＣＨを割り当てて、リソース割当情報を搬送する。所定の探索空間は、異なる
ユーザ装置すなわち異なる第１の装置に送信されるリソース割当情報を搬送するために、
複数のＰＤＣＣＨを含んでよい。したがって、基地局すなわち第２の装置は、対象となる
ユーザ装置すなわち対象となる第１の装置にリソース割当情報を送信するとき、情報を標
識する。よって、対象のユーザ装置すなわち第１の装置はリソース割当情報を正しく受信
することができ、対象でないユーザ装置すなわち対象でない第１の装置は、リソース割当
情報を正しく受信することができない。
【００９０】
　任意に、第２の装置は、リソース割当情報に対してスクランブル処理を実行し、対応す
るデスクランブル識別子を所定のデスクランブル識別子として用い、所定のデスクランブ
ル識別子を第１の装置に送信して、第１の装置にリソース割当情報を送信する。このよう
に、第１の装置は、所定のデスクランブル識別子を用いて、スクランブル処理が実行され
たリソース割当情報に対してデスクランブル処理を実行し、これによりリソース割当情報
を正しく受信することができる。更に任意に、第１の装置に送信される所定のデスクラン
ブル識別子は、第１の装置に関して構成された無線ネットワーク一時識別子であってよい
。
【００９１】
　任意に、適用シナリオにおいて、第２の装置により第１の装置に送信される所定の探索
空間構成情報によって示される探索空間カテゴリが公衆探索空間である場合、リソース割
当情報はスクランブルされなくてよく、或いは、リソース割当情報は、統一されたスクラ
ンブリング識別子を用いてスクランブルされる。対応するデスクランブル識別子が所定の
デスクランブル識別子して用いられ、所定のデスクランブル識別子は、システムブロード
キャストによって第１の装置に送信される。
【００９２】
　任意に、適用シナリオにおいて、第２の装置により第１の装置に送信される所定の探索
空間構成情報によって示される探索空間カテゴリが専用探索空間である場合、専用探索空
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間内のリソース割当情報が特定の装置（ここでは第１の装置）に送信されるので、第２の
装置は、専用メッセージを用いて、第１の装置に所定のデスクランブル識別子を送信して
よい。第２の装置が、スクランブル処理が実行されたリソース割当情報を第１の装置に送
信するとき、第１の装置のみが所定のデスクランブル識別子を受信するので、第１の装置
のみがリソース割当情報を正しくデスクランブルすることができる。
【００９３】
　任意に、ステップ５０１，５０２，５０３の間に順序はなく、全ての送信は一度に実行
されてもよいし、複数回に分けて実行されてもよい。本発明では、具体的な送信方式は限
定されない。
【００９４】
　５０４：第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行する。
【００９５】
　第１の装置は、第２の装置が所定の探索空間において第１の装置にリソース割当情報を
送信したか否かを判定することができないので、第２の装置が所定の探索空間において第
１の装置にリソース割当情報を送信した場合、第１の装置は、所定の探索空間内のリソー
ス割当情報の具体的な位置を決定することもできない。したがって、第１の装置は、所定
の探索空間内でブラインド検出を実行するときにリソース割当情報を検出した場合に、リ
ソース割当情報によって示されるＰＤＳＣＨからデータを受信する。第１の装置がリソー
ス割当情報の標識を検出しない場合、第１の装置はデータを受信しない。
【００９６】
　ここで、ブラインド検出プロセスを例を用いて説明する。
【００９７】
　任意に、適用シナリオにおいて、スケジューリング制御チャネル長は１，２，４又は８
であってよい。表１を参照すると、１６個のチャネル制御エレメントが５個のＰＤＣＣＨ
すなわちＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅに割り当てられ、これらはそれぞれ４，２，１，１，８のス
ケジューリング制御チャネル長に対応する。当然ながら、ここではＰＤＣＣＨの１つのチ
ャネル制御エレメントの割当方式のみが列挙されているが、これは本発明がこの方式に限
定されることを意味するものではない。
【表１】

【００９８】
　第１の装置がブラインド検出を実行する必要のある各ＰＤＣＣＨは、１つの候補制御チ
ャネル（Candidate　Control　Channel）である。表１に示されるチャネル制御エレメン
トの割当方式では、スケジューリング制御チャネル長４に従ってブラインド検出が実行さ
れる場合、第１の装置は、０～３，４～７，８～１１，１２～１５を４つの候補制御チャ
ネルとして用いて、ブラインド検出を実行する。スケジューリング制御チャネル長８に従
ってブラインド検出が実行される場合、第１の装置は、０～７，８～１５を２つの候補制
御チャネルとして用いて、ブラインド検出を実行する。別のスケジューリング制御チャネ
ル長に従ってブラインド検出を実行するプロセスは同じであるので、ここではこれ以上の
説明を省略する。
【００９９】
　第１の装置が所定の探索空間内でブラインド検出を実行するプロセスは、具体的には以
下のとおりである。
【０１００】
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　第１の装置は、所定の探索空間構成情報によって示される所定の探索空間の初期位置か
ら、スケジューリング制御チャネル長情報によって示される、スケジューリング制御チャ
ネルによって占用される物理リソース単位の数に従って、連続したｋ個の物理リソース単
位を１つのＰＤＣＣＨ、すなわち１つの候補制御チャネルとして用い、所定のデスクラン
ブル識別子に従って、候補制御チャネルで搬送されるリソース割当情報をデスクランブル
する。ｋは、スケジューリング制御チャネルによって占用される物理リソース単位の数で
あり、すなわち、第２の装置が第１の装置にリソース割当情報を送信する際に用いられる
スケジューリング制御チャネル長である。デスクランブリングが失敗した場合、候補制御
チャネルの後の連続したｋ個の物理リソース単位が、ブラインド検出が実行される次のＰ
ＤＣＣＨとして用いられる。以降同様である。
【０１０１】
　第１の装置が、所定の探索空間においてｉ番目のＰＤＣＣＨで搬送されるリソース割当
情報を正しくデスクランブルした場合、第１の装置は、リソース割当情報によって示され
るＰＤＳＣＨからデータを受信する。
【０１０２】
　第２の装置がリソース割当情報を送信していない場合、第１の装置は、探索空間内の全
ての候補制御チャネルに対してブラインド検出を実行する必要がある。
【０１０３】
　任意に、適用シナリオにおいて、第２の装置により第１の装置に送信される探索空間構
成情報によって示される探索空間カテゴリは公衆探索空間であり、公衆探索空間の位置は
、ＰＤＣＣＨ領域の最初の１６個のチャネル制御エレメントであり、公衆探索空間内のＰ
ＤＣＣＨのスケジューリング制御チャネル長は４又は８であってよい。表２を参照して、
４つの候補制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長が４である場合、各
候補制御チャネルは２つの異なる有効ペイロードを搬送することができるので、候補制御
チャネル毎にブラインド検出を２回行う必要があり、４つの候補制御チャネルに対応する
ブラインド検出の回数は８である。２つの候補制御チャネルに対応するスケジューリング
制御チャネル長が８である場合、ブラインド検出の回数は４回である。従来技術のブライ
ンド検出方法によれば、第１の装置は、２つのスケジューリング制御チャネル長４及び８
に従ってそれぞれブラインド検出を実行する必要があり、ブラインド検出の回数は１２で
ある。
【表２】

【０１０４】
　任意に、適用シナリオにおいて、第２の装置により第１の装置に送信される探索空間構
成情報によって示される探索空間カテゴリは専用探索空間である。専用探索空間の第１の
チャネル制御エレメントの位置は、サブフレーム番号やセル無線ネットワーク一時識別子
等のパラメータに応じたハッシュ関数を用いて、計算により求められる。表３を参照して
、専用探索空間におけるＰＤＣＣＨのスケジューリング制御チャネル長は１，２，４又は
８であってよい。表３に、各スケジューリング制御チャネル長に対応する候補制御チャネ
ルの数と、対応するブラインド検出の回数を示す。本発明の実施形態で提供されるブライ
ンド検出方法によれば、第１の装置は、スケジューリング制御チャネル長すなわち１，２
，４，８の１つのみに従ってブラインド検出を実行する必要があり、検出回数は１２又は
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４である。従来技術のブラインド検出方法によれば、第１の装置は、各スケジューリング
制御チャネル長に従ってブラインド検出を行う。ブラインド検出の回数は、全てのスケジ
ューリング制御チャネル長に対応するブラインド検出の回数の合計、すなわち３２である
。明らかなように、本発明の実施形態で提供されるブラインド検出方法によれば、第１の
装置によって実行されるブラインド検出の回数を低減することができ、よって、第１の装
置のブラインド検出効率が向上し、第１の装置によりブラインド検出で消費される電力が
低減される。
【表３】

【０１０５】
　５０５：第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報に従って、第１の装置に
スケジューリング制御チャネルを送信する。
【０１０６】
　第２の装置は、第１の装置にリソース割当情報を送信するとき、スケジューリング制御
チャネル長に従って、第１の装置にＰＤＣＣＨを送信する。すなわち、ＰＤＣＣＨの長さ
はスケジューリング制御チャネル長である。
【０１０７】
　５０６：第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行する。
【０１０８】
　ステップ５０６でブラインド検出を実行する方法は、ステップ５０４のものと同じであ
る。
【０１０９】
　５０７：第１の装置が、リソース割当情報を検出した後、所定の探索空間でのブライン
ド検出を停止する。
【０１１０】
　任意に、第１の装置について、所定の探索空間は、第１の装置に送信される１つのリソ
ース割当情報のみを含む。したがって、第１の装置は、所定のＰＤＣＣＨで搬送されるリ
ソース割当情報を探索空間内で正しく受信した後、所定の探索空間内のブラインド検出を
停止する。
【０１１１】
　ステップ５０４とステップ５０６におけるブラインド検出方法は同じであるが、ブライ
ンド検出の回数は異なってよい。ステップ５０４では、第２の装置が探索空間において第
１の装置にリソース割当情報を送信しなかったので、第１の装置は、スケジューリング制
御チャネル長に従って、所定の探索空間内の全ての候補制御チャネルに対してブラインド
検出を実行する。ステップ５０６では、第２の装置が探索空間において第１の装置にリソ
ース割当情報を送信したので、第１の装置は、リソース割当情報を検出し、リソース割当
情報を検出した後にブラインド検出を停止することができる。したがって、ステップ５０
４におけるブラインド検出の回数は、ステップ５０６におけるブラインド検出の回数の最
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大値である。
【０１１２】
　本発明の本実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、第２の装置が、所定の探索
空間構成情報を送信し、第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を送信し、
第２の装置が、第１の装置に所定のデスクランブル識別子を送信し、第１の装置が、所定
の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情報に従ってブラインド検出を実
行し、第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報に従って、第１の装置にスケ
ジューリング制御チャネルを送信し、第１の装置が、所定の探索空間において、スケジュ
ーリング制御チャネル長情報に従って、ブラインド検出を実行し、第１の装置が、リソー
ス割当情報を検出したとき、所定の探索空間でのブラインド検出を停止する。よって、第
１の装置は、第２の装置によって送信されたスケジューリング制御チャネル長のみに従っ
て、所定の探索空間内でブラインド検出を行う必要があり、リソース割当情報を受信する
ことができ、別の可能なスケジューリング制御チャネル長に従って所定の探索空間内で再
びブラインド検出を行う必要はない。したがって、第１の装置によって実行されるブライ
ンド検出の回数が低減され、よって、第１の装置のブラインド検出効率が向上し、第１の
装置によりブラインド検出で消費される電力が低減される。
【０１１３】
　本発明の実施形態は、更に別のデータ伝送方法を提供する。第２の装置は基地局であり
、第１の装置は携帯電話である。基地局は、グループ方式で携帯電話にリソース割当情報
を送信するので、携帯電話によって実行されるブラインド検出の回数を低減し、サブフレ
ーム内の物理リソースの利用効率を高めることができる。本方法は、具体的には以下のス
テップを含む。
【０１１４】
　６０１：第２の装置が、所定の探索空間構成情報を送信する。
【０１１５】
　所定の探索空間構成情報は、所定の探索空間の位置情報を含む。所定の探索空間の位置
情報は、所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用いられる
。所定の探索空間構成情報によって示される探索空間カテゴリはグループ専用探索空間で
あり、グループ専用探索空間内の各リソース割当情報は、特定のグループの携帯電話のみ
が正しく受信することができる。本実施形態では、所定の探索空間としてグループ専用探
索空間を用いる。
【０１１６】
　基地局は、携帯電話を１つのグループとして、グループ専用探索空間において、グルー
プ全体としてグループにＰＤＣＣＨを割り当て、チャネルを介してリソース割当情報を送
信する。このように、１つのＰＤＣＣＨと１つのＰＤＳＣＨのみを占用することにより、
リソース割当情報とデータをグループの携帯電話に送信することができ、サブフレーム内
の物理リソースの利用効率を高めることができる。
【０１１７】
　任意に、ＰＤＣＣＨ領域のグループ専用探索空間の範囲は、実際の状況に応じて構成さ
れてよい。
【０１１８】
　任意に、グループ専用探索空間の位置情報は、探索空間に対応する周波数ドメインリソ
ース範囲、例えば、グループ専用探索空間によって占用される周波数ドメイン帯域幅やサ
ブキャリアであってよい。
【０１１９】
　適用シナリオにおいて、グループ専用探索空間の構成情報は、グループのセル無線ネッ
トワーク一時識別子と、グループの候補制御チャネルの位置情報とを含む。任意に、グル
ープの候補制御チャネルの位置情報は、グループ専用探索空間の位置する物理リソースブ
ロックの位置であってよい。具体的には、基地局は、グループ専用探索空間の位置する物
理リソースブロックの物理リソースブロックインデックスを、グループ内の携帯電話に送
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信してよい。代替として、グループの候補制御チャネルの位置情報は、グループ専用探索
空間の位置するＯＦＤＭ（Orthogonal　Frequency　Division　Multiplexing，直交周波
数分割多重）シンボルであってよい。更に、グループの候補制御チャネルの位置情報は、
グループ専用探索空間の所定のＰＤＣＣＨのインデックスであってもよい。例えば、グル
ープ専用探索空間が１０個のＰＤＣＣＨを含む場合、インデックスは、１０個のＰＤＣＣ
Ｈのうちの１個が所定のＰＤＣＣＨとして用いられることを示す。携帯電話は、スケジュ
ーリング制御チャネル長に従って、インデックスによって示される位置でブラインド検出
を直接実行する。
【０１２０】
　任意に、グループ専用探索空間の構成情報は、グループサービス識別子を更に含む。基
地局は、同じサービスを実行する携帯電話をグループとし、グループにリソース割当情報
を送信する。本発明では、具体的なグループ分割方式は限定されない。
【０１２１】
　任意に、基地局は、専用メッセージを用いて、グループ内の携帯電話にグループ専用探
索空間の構成情報を送信してよい。
【０１２２】
　６０２：第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を送信する。
【０１２３】
　任意に、グループ内の全ての携帯電話がグループの所定のＰＤＣＣＨで搬送されるリソ
ース割当情報を正しく受信できるように、基地局は、グループのカバレッジエリアのサイ
ズに従って、グループの所定のＰＤＣＣＨによって必要とされるスケジューリング制御チ
ャネル長を決定してよい。すなわち、特定のカバレッジエリア内の全ての携帯電話が、グ
ループの所定のＰＤＣＣＨで搬送されるリソース割当情報を正しく受信できることが保証
される。具体的には、基地局から遠ざかるほど、必要とされるスケジューリング制御チャ
ネル長が長くなることを示す。ここで、基地局から最も遠い携帯電話によって必要とされ
るスケジューリング制御チャネル長が、スケジューリング制御チャネル長として選択され
る場合、スケジューリング制御チャネル長を用いて、グループ内の携帯電話にリソース割
当情報を送信することができる。
【０１２４】
　任意に、基地局は、グループ内の携帯電話の信号品質に従って、グループの所定のＰＤ
ＣＣＨのスケジューリング制御チャネル長を決定してよい。具体的には、信号品質が悪い
ほど、必要とされるよりスケジューリング制御チャネル長は大きくなる。ここで、信号品
質が最悪である携帯電話に必要なスケジューリング制御チャネル長をスケジューリング制
御チャネル長として選択する場合、スケジューリング制御チャネル長を用いて、グループ
内の各携帯電話にリソース割当情報を送信することができる。この方式では、基地局は予
め、グループ内の携帯電話の信号品質状況を推定する必要がある。基地局は、正確な推定
のために、携帯電話に信号品質情報を通知するように指示してよい。
【０１２５】
　任意に、スケジューリング制御チャネル長は、２つ以上の可能な値から選択される１つ
の値であってよく、実際の状況に応じて具体的な数字が選択されてよい。適用シナリオに
おいて、携帯電話の位置分布や信号品質その他の理由のために、基地局が異なるグループ
の携帯電話にリソース割当情報を送信するために必要とするスケジューリング制御チャネ
ル長は異なる。１つのスケジューリング制御チャネル長のみを用いる場合、異なるグルー
プがリソース割当情報を正しく受信できるようにするために、スケジューリング制御チャ
ネル長は、複数の可能な値から選択される最大値である必要があり、探索空間内の物理リ
ソースの利用効率が低下するおそれがある。したがって、グループによって異なるスケジ
ューリング制御チャネル長が選択され、単一のスケジューリング制御チャネル長を用いる
場合に比べて、探索空間における物理リソースの利用効率を向上させることができる。
【０１２６】
　基地局は、スケジューリング制御チャネル長を決定した後、スケジューリング制御チャ
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ネル長情報を生成し、スケジューリング制御チャネル長情報をグループ内の携帯電話に送
信する。
【０１２７】
　６０３：第２の装置が、第１の装置に所定のデスクランブル識別子を送信する。
【０１２８】
　基地局は、特定のグループの携帯電話にリソース割当情報を送信する際に、そのリソー
ス割当情報に対してスクランブル処理を実行する。基地局は予めグループ内の携帯電話に
所定のデスクランブル識別子を送信し、よって、グループ内の携帯電話がリソース割当情
報を正しくデスクランブルすることができる。任意に、所定のデスクランブル識別子は、
グループのセル無線ネットワーク一時識別子であってよい。
【０１２９】
　任意に、ステップ６０１～ステップ６０３は順序がなく、全ての送信を一度に行っても
よいし、複数回に分けて送信してもよい。本発明では、具体的な送信方式は限定されない
。
【０１３０】
　６０４：第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行する。
【０１３１】
　具体的には、携帯電話は、スケジューリング制御チャネル長に従って、グループ専用探
索空間の構成情報によって示される位置でブラインド検出を実行する。
【０１３２】
　６０５：第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報に従って、第１の装置に
スケジューリング制御チャネルを送信する。
【０１３３】
　任意に、本実施形態では、第１の装置によって受信される所定の探索空間構成情報が更
に、所定の探索空間のカテゴリ情報を含み、所定の探索空間のカテゴリ情報が、所定の探
索空間がグループ専用探索空間であることを示し、所定の探索空間構成情報は更に、所定
のサブフレームの識別情報を含む。所定のサブフレームの識別情報は、スケジューリング
制御チャネルを搬送するサブフレームを示すのに用いられる。具体的には、時分割多重化
は、異なるサブフレームの同じ周波数ドメインリソースに対して実行されてよい。すなわ
ち、基地局は、異なるサブフレームの同じ位置のＰＤＣＣＨを、異なるグループの所定の
ＰＤＣＣＨとして用いてよい。例えば、基地局は、連続した５個のサブフレームを１つの
サイクルとし、そのサイクルの各サブフレームのグループ専用探索空間内の同じ位置にあ
るＰＤＣＣＨを、５つの異なるグループの所定のＰＤＣＣＨとする。基地局は、サイクル
内の第１のサブフレームにおいて、第１のグループ内の携帯電話にリソース割当情報を送
信し、サイクル内の第２のサブフレームにおいて、第２のグループ内の携帯電話にリソー
ス割当情報を送信する。以降同様である。第１のサイクルが終了した後、基地局は、第２
のサイクルにおいて、５つのグループにリソース割当情報を順次送信する。したがって、
第１のグループの携帯電話は、１つのサイクルの第１のサブフレームにおいてのみブライ
ンド検出を実行する必要があり、サイクルの５つのサブフレーム全てにおいてブラインド
検出を実行する必要はない。同様に、他の４つのグループの携帯電話も、１つのサイクル
の１つのサブフレームのみでブラインド検出を実行する必要があり、サイクルの５つのサ
ブフレーム全てにおいてブラインド検出を実行する必要はない。任意に、各サイクルに含
まれるサブフレームの数は、実際の状況に応じて構成されてよい。同じ周波数ドメインリ
ソースに対するこのような時分割多重化方式では、グループ内の携帯電話は、各サブフレ
ームにおいてブラインド検出を行う必要はない。したがって、携帯電話によって実行され
るブラインド検出の回数が低減され、よって、携帯電話のブラインド検出効率が向上し、
携帯電話によりブラインド検出で消費される電力が低減される。
【０１３４】
　６０６：第１の装置が、所定の探索空間において、スケジューリング制御チャネル長情
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報に従って、ブラインド検出を実行する。
【０１３５】
　ステップ６０６でブラインド検出を実行する方法は、ステップ６０４のものと同じであ
る。
【０１３６】
　６０７：第１の装置が、リソース割当情報を検出した後、所定の探索空間でのブライン
ド検出を停止する。
【０１３７】
　任意に、１つのグループについて、グループ専用探索空間は、そのグループに送信され
る１つのリソース割当情報のみを含む。したがって、グループ内の携帯電話は、所定のＰ
ＤＣＣＨで搬送されるリソース割当情報を探索空間において正しく受信した後、グループ
専用探索空間におけるブラインド検出を停止する。
【０１３８】
　ステップ６０４とステップ６０６のブラインド検出方法は同じであるが、ブラインド検
出の回数は異なってよい。ステップ６０４では、基地局がグループ専用探索空間において
携帯電話にリソース割当情報を送信しなかったので、携帯電話は、スケジューリング制御
チャネル長に従って、探索空間内の全ての候補制御信号に対してブラインド検出を実行す
る。ステップ６０６では、基地局が探索空間において携帯電話にリソース割当情報を送信
したので、ユーザは、リソース割当情報を検出し、リソース割当情報を検出した後にブラ
インド検出を停止することができる。したがって、ステップ６０４におけるブラインド検
出の回数は、ステップ６０６におけるブラインド検出の回数の最大値である。
【０１３９】
　本発明の本実施形態で提供されるデータ処理方法によれば、基地局は、グループ専用探
索空間の構成情報を携帯電話に送信し、グループ内の携帯電話にスケジューリング制御チ
ャネル長情報及び所定のデスクランブル識別子を送信する。基地局は、異なるサブフレー
ムの同じ周波数ドメインリソースに対して時分割多重を実行し、異なるサブフレームにお
いて、異なるグループの携帯電話にリソース割当情報を送信する。よって、グループ内の
携帯電話は、各サブフレームにおいてブラインド検出を実行する必要がない。したがって
、携帯電話によって実行されるブラインド検出の回数が低減され、よって、携帯電話のブ
ラインド検出効率が向上し、携帯電話によりブラインド検出で消費される電力が低減され
、また、サブフレームの物理リソースの利用効率も向上する。
【０１４０】
　前述の実施形態の説明により、当業者であれば、本発明がハードウェア、ファームウェ
ア又はそれらの組合わせによって実現されてよいことが明らかに理解できるであろう。本
発明がソフトウェアによって実現される場合、前述の機能は、コンピュータ可読媒体に格
納されてよく、或いは、コンピュータ可読媒体内の１以上の命令又はコードとして伝送さ
れてよい。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体及び通信媒体を含む。通信媒
体は、コンピュータプログラムをある場所から別の場所に伝送することを可能にする任意
の媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータにアクセス可能な任意の利用可能な媒体であっ
てよい。以下に例を示すが、限定はない。コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ（Random　Ac
cess　Memory、ランダムアクセスメモリ）、ＲＯＭ（Read　Only　Memory、読取専用メモ
リ）、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically　Erasable　Programmable　Read　Only　Memory、電
気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact　Disc　Read　Onl
y　Memory、コンパクトディスク読取専用メモリ）その他の光ディスク記憶装置、ディス
ク記憶媒体その他の磁気記憶装置、或いは命令又はデータ構造の形で予測されるプログラ
ムコードを搬送若しくは格納することができ、且つコンピュータによってアクセス可能な
任意の他の媒体を含んでよい。更に、任意の接続は、コンピュータ可読媒体として適宜定
義されてよい。例えば、同軸ケーブル、光ファイバ／ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ（
Digital　Subscriber　Line、デジタル加入者線）又は赤外線や無線、マイクロ波等の無
線技術を用いて、ウェブサイトやサーバその他の遠隔ソースからソフトウェアを伝送する
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場合、同軸ケーブル、光ファイバ／ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ又は赤外線や無線、
マイクロ波等の無線技術は、それらが属する媒体の固定に含まれる。例えば、本発明に用
いられるディスク（disk）及びディスク（disc）は、ＣＤ（Compact　Disc、コンパクト
ディスク）、レーザディスク、光ディスク、ＤＶＤ（Digital　Versatile　Disc、デジタ
ル多用途ディスク）、フロッピーディスク及びブルーレイディスクを含む。ディスク（di
sk）は一般に、磁気的手段によってデータをコピーし、ディスク（disc）はレーザ手段に
よって光学的にデータをコピーする。上記の組合わせも、コンピュータ可読媒体の保護範
囲に包含されるものとする。
【０１４１】
　前述の説明は、本発明の具体的な実施形態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定するもの
ではない。本発明に開示された技術的範囲内で当業者が容易に想到できる任意の変形又は
置換は、本発明の保護範囲に包含されるものとする。したがって、本発明の保護範囲は、
特許請求の範囲の保護範囲に従うものとする。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月7日(2017.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ伝送装置であって、
　スケジューリング制御チャネル長情報を受信するように構成される受信ユニットであっ
て、前記スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによっ
て占用される物理リソース単位の数を含み、前記スケジューリング制御チャネルは、前記
データ伝送装置にリソース割当情報が送信される用いられる制御チャネルである、受信ユ
ニットと、
　所定の探索空間において、前記受信ユニットによって受信された前記スケジューリング
制御チャネル長情報に従って、ブラインド検出を実行し、前記スケジューリング制御チャ
ネル長情報に対応する前記スケジューリング制御チャネルを検出した後、前記スケジュー
リング制御チャネルで搬送される前記リソース割当情報を取得するように構成される処理
ユニットであって、前記所定の探索空間は、前記リソース割当情報の搬送に用いられる探
索空間である、処理ユニットと、
　を備えるデータ伝送装置。
【請求項２】
　前記受信ユニットは更に、所定の探索空間構成情報を受信するように構成され、
　前記所定の探索空間構成情報は前記所定の探索空間の位置情報を含み、前記所定の探索
空間の前記位置情報は、前記所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示
すために用いられる、
　請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記受信ユニットによって受信される前記所定の探索空間構成情報は更に、前記所定の
探索空間のカテゴリ情報を含み、
　前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報は、前記所定の探索空間のカテゴリを示すため
に用いられ、前記所定の探索空間の前記カテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグ
ループ専用探索空間を含む、
　請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記受信ユニットによって受信される前記所定の探索空間構成情報が更に、前記所定の
探索空間のカテゴリ情報を含み、且つ、前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報が、前記
所定の探索空間がグループ専用探索空間であることを示すとき、前記所定の探索空間構成
情報は更に、所定のサブフレームの識別情報を含み、
　前記所定のサブフレームの前記識別情報は、前記スケジューリング制御チャネルを搬送
するサブフレームを示すのに用いられ、
　前記処理ユニットは更に、前記受信ユニットによって受信された前記所定のサブフレー
ムの前記識別情報に従って、前記所定のサブフレームの前記所定の探索空間において、前
記スケジューリング制御チャネル長情報に従って、ブラインド検出を実行するように構成
される、
　請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記受信ユニットによって受信される前記スケジューリング制御チャネル長情報は、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣ
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Ｅ）の数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記処理ユニットは、前記所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネ
ル長情報によって示される、前記スケジューリング制御チャネルによって占用される前記
物理リソース単位の数に従って、連続したｋ個の物理リソース単位を１つのスケジューリ
ング制御チャネルとして用い、所定のデスクランブル識別子に従って、前記所定の探索空
間内の前記スケジューリング制御チャネルで搬送される前記リソース割当情報をデスクラ
ンブルするように構成され、
　前記所定のデスクランブル識別子は、前記リソース割当情報に対して実行されるスクラ
ンブル処理に対応するデスクランブル識別子であり、ｋは前記スケジューリング制御チャ
ネルによって占用される前記物理リソース単位の数であり、前記所定の探索空間内のｉ番
目のスケジューリング制御チャネルで搬送されるリソース割当情報が正確にデスクランブ
ルされた場合、前記リソース割当情報は第１の装置に送信されるリソース割当情報であり
、前記ｉ番目のスケジューリング制御チャネルは前記スケジューリング制御チャネルであ
り、ｉは０よりも大きい整数である、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　データ伝送装置であって、
　スケジューリング制御チャネル長情報を取得するように構成される処理ユニットであっ
て、前記スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによっ
て占用される物理リソース単位の数を含み、前記スケジューリング制御チャネルは、第１
の装置にリソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、処理ユニ
ットと、
　前記処理ユニットによって取得された前記スケジューリング制御チャネル長情報を送信
するように構成される送信ユニットと、
　を備え、
　前記処理ユニットは、取得された前記スケジューリング制御チャネル長情報に従って、
前記スケジューリング制御チャネルの長さを構成するように構成され、
　前記送信ユニットは、前記処理ユニットが前記スケジューリング制御チャネルの長さ構
成を完了した後に、前記第１の装置に前記スケジューリング制御チャネルを送信するよう
に構成される、
　データ伝送装置。
【請求項８】
　前記送信ユニットは更に、所定の探索空間構成情報を送信するように構成され、
　前記所定の探索空間構成情報は所定の探索空間の位置情報を含み、前記所定の探索空間
の前記位置情報は、前記所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すた
めに用いられる、
　請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記送信ユニットによって送信される前記所定の探索空間構成情報は更に、前記所定の
探索空間のカテゴリ情報を含み、
　前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報は、前記所定の探索空間のカテゴリを示すため
に用いられ、前記所定の探索空間の前記カテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグ
ループ専用探索空間を含む、
　請求項８に記載の装置。
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【請求項１０】
　前記処理ユニットによって取得された前記スケジューリング制御チャネル長情報は、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣ
Ｅ）の数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである、
　請求項７乃至９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　第１の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を受信するステップであって、前
記スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用
される物理リソース単位の数を含み、前記スケジューリング制御チャネルは、前記第１の
装置にリソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、ステップと
、
　前記第１の装置が、所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行するステップと、
　前記スケジューリング制御チャネル長情報に対応する前記スケジューリング制御チャネ
ルを検出した後、前記第１の装置が、前記スケジューリング制御チャネルで搬送される前
記リソース割当情報を取得するステップであって、前記所定の探索空間は、前記リソース
割当情報の搬送に用いられる探索空間である、ステップと、
　を含む、データ伝送方法。
【請求項１２】
　第１の装置がスケジューリング制御チャネル長情報を受信する前記ステップの前に、
　前記第１の装置が、所定の探索空間構成情報を受信するステップであって、前記所定の
探索空間構成情報は前記所定の探索空間の位置情報を含み、前記所定の探索空間の前記位
置情報は、前記所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用い
られる、ステップ、
　を更に含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記所定の探索空間構成情報は更に、前記所定の探索空間のカテゴリ情報を含み、
　前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報は、前記所定の探索空間のカテゴリを示すため
に用いられ、前記所定の探索空間の前記カテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグ
ループ専用探索空間を含む、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の装置によって受信される前記所定の探索空間構成情報が更に、前記所定の探
索空間のカテゴリ情報を含み、且つ、前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報が、前記所
定の探索空間がグループ専用探索空間であることを示すとき、前記所定の探索空間構成情
報は更に、所定のサブフレームの識別情報を含み、前記所定のサブフレームの前記識別情
報は、前記スケジューリング制御チャネルを搬送するサブフレームを示すのに用いられ、
　前記第１の装置が、所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行する前記ステップは、
　前記第１の装置が、前記所定のサブフレームの前記識別情報に従って、前記所定のサブ
フレームの前記所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル長情報に従
って、ブラインド検出を実行するステップ、
　を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記スケジューリング制御チャネル長情報は、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣ
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Ｅ）の数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである、
　請求項１１乃至１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１の装置が、所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル長情
報に従って、ブラインド検出を実行する前記ステップは、
　前記第１の装置が、前記所定の探索空間において、前記スケジューリング制御チャネル
長情報によって示される、前記スケジューリング制御チャネルによって占用される前記物
理リソース単位の数に従って、連続したｋ個の物理リソース単位を１つのスケジューリン
グ制御チャネルとして用い、所定のデスクランブル識別子に従って、前記所定の探索空間
内の前記スケジューリング制御チャネルで搬送される前記リソース割当情報をデスクラン
ブルするステップであって、前記所定のデスクランブル識別子は、前記リソース割当情報
に対して実行されるスクランブル処理に対応するデスクランブル識別子であり、ｋは前記
スケジューリング制御チャネルによって占用される前記物理リソース単位の数である、ス
テップ、
　を含み、
　前記第１の装置により、前記所定の探索空間内のｉ番目のスケジューリング制御チャネ
ルで搬送されるリソース割当情報が正確にデスクランブルされた場合、前記リソース割当
情報は前記第１の装置に送信されるリソース割当情報であり、前記ｉ番目のスケジューリ
ング制御チャネルは前記スケジューリング制御チャネルであり、ｉは０よりも大きい整数
である、
　請求項１１乃至１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　第２の装置が、スケジューリング制御チャネル長情報を送信するステップであって、前
記スケジューリング制御チャネル長情報は、スケジューリング制御チャネルによって占用
される物理リソース単位の数を含み、前記スケジューリング制御チャネルは、第１の装置
にリソース割当情報が送信されるときに用いられる制御チャネルである、ステップと、
　前記第２の装置が、前記スケジューリング制御チャネル長情報に従って、前記第１の装
置に前記スケジューリング制御チャネルを送信するステップと、
　を含むデータ伝送方法。
【請求項１８】
　第２の装置がスケジューリング制御チャネル長情報を送信する前記ステップの前に、
　前記第２の装置が、所定の探索空間構成情報を送信するステップであって、前記所定の
探索空間構成情報は所定の探索空間の位置情報を含み、前記所定の探索空間の前記位置情
報は、前記所定の探索空間によって占用される時間周波数リソースを示すために用いられ
る、ステップ、
　を更に含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記所定の探索空間構成情報は更に、前記所定の探索空間のカテゴリ情報を含み、
　前記所定の探索空間の前記カテゴリ情報は、前記所定の探索空間のカテゴリを示すため
に用いられ、前記所定の探索空間の前記カテゴリは、公衆探索空間、専用探索空間又はグ
ループ専用探索空間を含む、
　請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記スケジューリング制御チャネル長情報は、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるチャネル制御エレメント（ＣＣ
Ｅ）の数と、
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　前記スケジューリング制御チャネルによって占用されるサブキャリアの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルによって占用される物理シンボルの数と、
　前記スケジューリング制御チャネルに対応するスケジューリング制御チャネル長と、
　のうちの１つである、
　請求項１７乃至１９のいずれか一項に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　本発明の本実施形態で提供されるデータ伝送装置によれば、データ伝送装置についての
情報が受信される。スケジューリング制御チャネル長に従って所定の探索空間内でブライ
ンド検出を行うことにより、リソース割当情報を受信することができ、別のスケジューリ
ング制御チャネル長に従って所定の探索空間内で再びブラインド検出を行う必要はない。
したがって、データ伝送装置によって実行されるブラインド検出の回数が低減され、よっ
て、データ伝送装置のブラインド検出効率が向上し、データ送信装置によりブラインド検
出で消費される電力が低減される。
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